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カザ ノヴァの 回想録 を 訳し はじめて みると、 いろい 

ろな 問題が 自分に も 起こって 来る し、 この 書物の 解説 

とい ふやうな ものが 同時になくて はならぬ とい ふ 気が 

する ので、 既に 世に あら はれて いる 文献 を できるだけ 

探す 一方、 自分自身の メモ も ひと 通リ 作って おきたい 

と 思って ゐる。 これから 一 一十 卷 ぐら ゐに 分けて つぎつ 

ぎに 刊行す る 予定の 訳本に、 いくらか づゝ でも その 

ノ J ^をのせ る やうに した い。 



ンの向 ふ を 張る 腕前 は、 さすがに 名声に 恥ぢ ない もの 

では あるが (ドン • ファンとの 比較 は 古来 好事家の 間 

で屢 M 行 はれて ゐる。 カザ ノヴァ 論に は 欠かす ことの 

できない 重要な 一項 目で ある)、 この 十八 世紀の 生ん 

だヴ エネ チア 人 は、 決して それだけの 代物で はない。 

これ はま さしく、 人間の 歴史が 永く 記念すべき ェポッ 

ク • メー キングで、 ョォロ ッパ人 は あるひ は それほど 

にも 思 はぬ かもしれ ぬが、 われわれ 東洋人の 眼に うつ 

る 彼の 人間像 は、 過去 現在 を 通じて、 最も 注目すべき 

一 つの 典型、 「解放の 途上に ある」 人間の、 ある 特殊な 

条件の もとに 示された 裸の すがた、 しかも、 極めて 逞 



い 、 ので ある。 

私 は、 この 世紀に 登場す る ョォロ ツバの いくたり か 

の 代表的 人物に ついて、 その 例 を あげたい の だが、 い 

ま その 暇 はない。 た y 興味 ある こと は、 封建 末期の 硬 

化した 政治的、 社会的 情勢の なかで、 制度が 人間 を 縛 

ると いふ 考 へに 先行して、 既に、 民衆の 大多数 は、 自 

分が 自分の 主人で ある こと を 感じ、 かつ、 信じる やう 

になって ゐ たこと、 従って、 生活の あらゆる 分野、 私 

生活 はもち ろん、 その 公生活の 数々 の 場面に 於て、 放 

縦が 単なる 放縦で なく、 無軌道 は 無軌道で も、 お ほか 

た、 それ は 明快な 信条 を 伴った 自律 的 無軌道と も 言 ふ 



ながら、 自由な 行動に 出る ことができな いのは、 た >、 

その 人間に 力と 勇気と が 欠けて ゐ るからで は あるまい 

か。 もし 己れ の 自由が なにものか のために 束縛され て 

ゐ るなら、 それと 戦 ひ、 或は 巧みに それ を すりぬける 

手段 を 選ぶ 自由が 彼に は あるので ある。 

こ、 から、 いは ゆる 個人の 自由の 限界が どこに ある 

かとい ふ 社会 契約と 近代 道徳 の 原理が 生れる ので ある 

が、 それ はまた 別の 話で ある。 

十八 世紀 は、 ともかくも、 「人間の 自由」 が 生活 感覚 

として 文字 ど ほり 血肉 化し、 それまでに はごく 少数の 

人々 にし か 知られて ゐ なかった 「自由の 味」 が、 民衆 



彼が それ を 語る とき、 彼 は その 生涯 を 再び まざまざと 

生きて みせて ゐ るからで ある。 

カザ ノヴァに 関する 文献 は、 ちょっと 調べた だけで 

も 相当に あるら しい。 私 は、 実は、 さう いふ 方面の 研 

究 について ほとんど なんの 知識 もない。 た、 V、 偶然に、 

ミュッセ、 レニエ、 サン ト • ブゥヴ 等の カザ ノヴァ 回 



想録 読後感 を 読んだ ことがある くら ゐの もの だが、 最 

近、 シュ テフ アン • ツワイグの カザ ノヴァ 論 を 読んで、 

大いに 啓発され ると ころが あり、 かつ、 この 論文が 極 

めて すぐれた ものであるのに 感心した。 

さ すが に ユダヤ 系の 批評家ら しい 鋭 さと、 ねばりと、 

陰翳 を そらさぬ 明快 さと、 そして、 ある 種の 理想主義 

的 立場と を もって、 彼 は カザ ノヴァなる 怪物に 真正面 

から 立ち 向 ひ、 見事に その 急所 を ついては ゐる けれど 

も、 彼の 厳しさ も 寛大 さも、 私に 言 はせ ると、 た、 V 時 

代と 民族と を いくらか 異にした ョォロ ツバ 人 同士の な 

にも かも 呑み込んだ 批評で あり、 価値 づけで あると い 



ふ 気がして ならぬ。 これが、 ミュッセに なると、 時代 

も 近く、 民族 もお なじ ラテン 系と いふ わけあ ひから か、 

カザ ノヴァ を 観る 眼 は、 不思議な ほど、 表面的な 興味 

にと y まって ゐる。 

私 は、 敢て 言へば、 近代 ョォロ ツバ 人の すべて を 通 

じて、 よかれあしかれ、 いくら かづ、 でも カザ ノヴァ 

を 身内に 住ま はせ てゐ るか、 カザ ノヴァ 的な もの を 通 

過して ゐさ うに 思へ るので ある。 

ツワイグ は 言 ふ 「この 生きる 名人に 比して、 自 

分ら を捏土 細工 の 職人 かなん ぞの やう に 思 は ざ る を 得 

ない。 男た る 以上、 ゲ— テ、 ミケロ アンジェロ、 バル 



ザック などよりも、 むしろ カザ ノヴァに なりたい と 思 

ふこと も、 間々 ある どころ か、 なんべんも ある だら う 

と 思 はれる」 と。 また、 かう も 言 ふ —— 「世の 女た ち 

が この 大の 女蕩 しに 余りに も 抵抗し すぎなかった とい 

つて、 正直のと ころ、 われわれ は 彼女た ち を 咎める 柄 

ではない かもしれ ぬ。 なに ゆ ゑなら、 そもそも、 われ 

われ 自身が 彼に 出逢 ふ 毎に、 彼の 生き方の 魅力と 情熱 

にころ りと 参って しま ふの だから。 じっさい、 あっさ 

り 白状して しま はう。 男に とって、 激しい 羨望の 念に 

かられる ことなしに、 カザ ノヴ ァ の 回想録 を 読む f J と 

は 容易な 業で はない ので ある」 と。 



説教 をした くら ゐ である。 十六 歳で 法学 博士の 学位 を 

とった と 自分で は 言って ゐる。 化学、 数学、 医学、 歴 

史、 哲学、 文学、 なんでも ひとと ほり 嚙 つて ゐる。 殊 

に、 金になる 学問 はちゃん と 身に つけ、 占 星と 鍊金は 

得意と すると ころら しい。 それと 同時に、 貴族た ちの 

仲間入り をす るた めに は、 自ら ド. サン ガル (de 

seingalt) なる 由緒 ありげ な 騎士 名 を 僭称し、 舞踏、 

剣術、 乗馬、 射撃、 いづれ も 人に 後れ を とらず、 こと 

に、 骨牌で は その 道の 玄人に なリ、 一 方、 古典語 はも 

ち ろん、 ョォロ ツバ 諸国の 国語 を あらまし 自由に 話す 

とい ふ 抜 目の なさで ある。 



の 処分 を 受け、 屢 M 乞食 同然の 旅の空で、 財布 か 美女 

か、 思 ひがけぬ 地位 を 手に入れ るので ある。 

「この 浮気な 俗物 は、 悪魔に 取り 憑かれた 人間と も 違 

ふ」 と、 ツワイグ は 断定す る。 おそらく、 それ はさう 

であらう。 「彼 を 動揺させる 唯一 匹の 悪魔と 言へば、 

それ は 簡単に 退屈と 呼ばれて ゐる ところの もの だ」 と 

彼 は附け 加へ るの だが、 なるほど、 厳密に いふなら、 

精神の 遊戯に まったく 興味 を もたず、 また それ を 楽し 

む 能力 を 欠いた、 カザ ノヴァと いふ 人間の なかに、 「感 

覚の 新しい 剌戟」 を 追 ひま はして 疲れる ことのない、 

一 種の スポ— ッ マンの タイプ を 見出す こと はでき ぬで 



由来して ゐ るの だ」 と。 

思慮 分別 ほど、 彼に 苦手な もの はない やうで ある。 

すべての 人間 を 比較的 道徳的に すると 考 へられて ゐる 

思慮 分別 こそ、 彼の 敵で はな いまでも、 彼の 生活 術に 

とって 無用の長物 なので ある。 

彼 は、 しかし、 なかなか 道徳 を 気にしな いわけで は 

ない。 た y 彼の 道徳 観 はすこぶ る 身勝手な もので、 理 

性に 不信 を 投げ かけて みると ころ、 彼が もう ちゃんと 

合理主義の 洗礼 をう けた 十八 世紀 人に なりき つて ゐる 

こと を 思 はせ る。 彼の 道徳 は、 「真実 を 愛し、 真実に 仕 

へる」 ことで ある。 そして、 真実と は、 彼に あって は 



による フランス 語 版が 出版され る に 至った ので ある 

(一八 一六 I 一 八 三 八)。 この間、 原文 を 所蔵す る ライ 

プチ ヒの 出版社 は、 その 原文が 既に 曰く つきのもので 

ある 事実 を 発表した。 即ち、 カザ ノヴァ 自身の 手に よ 

る フランス 語の 原稿 は、 ラフォルグなる フランス 人が 

語法 その他に ついて 厳密な 訂正 を 加へ たもので ある こ 

と、 ラフォルグと は、 当時 ライプチヒに 在住した 仏語 

教師で ある ことが 一般に 知れ 亙った。 一方、 カザ ノ 

ヴァ なる 人物が 必ずしも 架空の 人物で はなく、 ヴ ェ ネ 

チアに は 彼に 関する 若干の 記録と、 彼の 著名の ある 仏 

文の 書類が 残されて あり、 その 記録 は、 ある 点、 回想 



録の 事実に 符合す る ことが 証明され たが、 最も 重要な 

こと は、 彼の フランス語が かなり 怪しい もので、 たと 

へ ある 程度の 語法の 誤り を 正した にしろ、 とうてい、 

あの 光彩に 富む 回想録の 文学的 表現が 生れる 道理 はな 

いとい ふ 鑑定が、 専門 研究家の あ ひだで 一 般に 認めら 

れ たこと である。 

そこで、 今度 は、 もし カザ ノヴァの 仏文 原稿に 眼 を 

通して、 これ を 現在の 文章に 直した フランス 人が ゐる 

としたら、 その フランス 人 こそ、 果して 微々 たる 外地 

住ま ひの 一 語学 教師で あらう かとい ふ 疑問が 何人の 胸 

にも 湧き あがる。 この 校閲 者、 決してた y 者で はない。 



むしろ、 カザ ノヴァの 名に かくれた 一世の 巨才 を、 実 

体と して そこに 見ようと いふ 好奇心が 動く 道理で ある _ 

殊に、 問題 を いやがう へに も 複雑に、 かつ 謎め いた 

ものにして ゐる 一 事実 は、 例の 原稿 を 所蔵す る ライプ 

チヒ のシュ ッッ 社が 幾多の 研究家の 執拗な 要望、 嘆願 

にも か、 はらず、 今日に 至る まで、 一度 も その 原稿な 

る もの を 公表す る こと を肯ん じない とい ふこと である _ 



よいが、 たゾ、 私が 万難 を排 し、 や、 無謀 かもしれ ぬ 

九 千 枚に あまる 逐字訳に 取り か、 るに 当って、 なんと 

しても、 この 仕事の 意味 を、 た、 V 自分の 道楽、 自分の 

利益、 あはよ くば 同好の 士 への 奉仕と いふ ほどの もの 

に 局限した くないので ある。 

なに を そんなに 慾 張る かと 言へば、 この 文章の 初め 

に 述べた とほり、 カザ ノヴァと いふ 一個の 人間像 は、 

ともかくも、 現在の われわれに さまざまな 示唆 を 与へ 

る、 最も 健康な 生命の 一 典型で ある こと を 明らかにし 

てお きたいの である。 彼に 欠けた もの を われわれ はも 

つと いふ 口実の もとに、 われわれが 致命的に 喪って ゐ 



いこと ではない ので ある。 なぜなら、 自由と は、 それ 

自身、 ひろく、 ゆるやかな もの だから。 

カザ ノヴァ は、 革命家で もなければ、 いは ゆる r 不 

平分 子」 でもない。 彼 は、 おそらく、 彼の 興味 ある 回 

想録を 残した 以外、 人類に なんの 寄与す ると ころもな 

かった、 没理想の 行動 人に すぎない ので ある。 か、 る 

人物の 生涯が、 われわれの 眼に 驚嘆すべき 新鮮な 魅力 

としてう つる 所以 は、 いったい どこに あるの だら う。 

それ は、 われわれの 伝記物 語が 今日まで なに かしら 英 

雄視 して 来た かの 任侠の 徒の、 陰に こもった 啖呵 や、 

す、 リ 泣きの 義理 人情と はちゃう ど 正反対の、 陽気で、 



好きな やうに しか 振舞 はない ので ある。 

私 は カザ ノヴァと いふ 男を識 るに 及んで、 ますます 

その 感を 深く する ので あるが、 自己 抑制の 習慣が、 一 

方、 われわれの 民族のう ちに、 誇るべき 一種の 高い 性 

格 を 作った こと は 否めない にしても、 それ はまた 同時 

に、 民衆の 大多数に、 久しき に 亙って 精神の ギプスの 

如き もの を あてがった ことにな り、 われわれの 精神 機 

能 は そのために、 意識す る としない にか、 はらず、 ほ > 

完全に 萎縮して しまった こと は、 今い ちいち 例 を あげ 

なくても わかる と 思 ふ。 

私自身、 その 反動で も あらう か、 世 をす ねて 虚無の 



女体の 記憶 を 甘美な 印象と して その まゝ 五官に 蘇らせ 

得る 力が 残って ゐ るのと、 それが ために また、 彼 自ら 

言 ふやう に、 それ は、 享楽の 反芻と なって ペンが おの 

づ から 躍る の だと 思 ふ。 

彼 はしかし、 老境に はいって 老境に 処 する 道 をた y 

この 回想録の 執筆に 求めた ので ある。 彼の 武器で あり 

財産で も ある 「若さ」 の 喪失 は、 彼から 一 切の 幸福 を 

奪った。 それの みならず、 彼に 最も 縁遠い と 信じて ゐ 

た 憂鬱の 虜 とならなければ ならなかった。 われわれ は 

半ば 驚きと、 半ば さう あるべき だとい ふ 承服の 気持で、 

彼の この 末路 を 見送る ので あるが、 ある 城主の 食客と 



しての 他の 余生 は、 次第に まったく 色褪せた ものに な 

つてし まった やうで ある。 

回想録 は、 彼が 四十 歳 を 過ぎる 頃の 記録 を 最後と し 

て、 なんの 予告 もな く、 ぷ つりと 切れて ゐる。 これ も 

いろいろな 臆測 を 生んで ゐる けれども、 これ 以上 書く 

こと を 断念した のか、 或は また、 それから 後の 記録 は、 

一 旦 書き 綴った 後に ことさら 破棄す る 決心 をした のか、 

その へんの こと は 未だに 明らかにされて ゐな いらし い。 

た、 V われわれが 想像し 得る こと は、 彼と いへ ども、 五 

十の 声 を 聞かう とする に 至って は、 さして 面白い こと 

もで きな か つたら うとい ふこと である。 
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